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介護保険制度における後期高齢要支援者の生活機能の特徴
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目的 日本の介護保険制度で要支援と認定された後期高齢者の運動習慣，主観的体力，生活機

能，転倒，転倒恐怖感，転倒恐怖感による外出控えなどの特徴を明らかにすることである。

方法 対象者は75歳以上の要支援者126人（男性29人，女性97人），健常者262人（男性114人，女

性148人）である。対象者の運動習慣，主観的体力，基本的生活機能，高次生活機能，過去

1 年間の転倒経験有無，転倒恐怖感，転倒恐怖感による外出控えを調査し，各項目ごと男女

別に x2 検定を行い，要支援者の特徴を検討した。

結果 要支援者において運動習慣を有しない者の割合が高かった。主観的体力の特徴は「持久

力」，「力」，「柔軟性」を必要とする項目で「できない」と答えた者の割合が高かった。基本

的生活機能は，「歩行」，「入浴」の非自立度が高かった。高次生活機能は，要支援者の非自

立度が高く，とくに社会的役割を評価する項目でその傾向は強かった。要支援者で転倒恐怖

感を有する者は，男性93.1（27/29），女性93.8（91/97）であった。転ぶことが恐くて

外出を控える者は，要支援者の男性66.7（18/27），女性60.4（55/91）であった。過去 1
年間の転倒経験を有する者の割合は，要支援者と健常者間で男（要支援者31.0，健常

者26.3)・女（要支援者40.2，健常者32.7）ともに有意な差はみられなかった。

結論 要支援者には歩行，入浴を中心とする基本的生活機能と社会的役割を高める支援が必要で

あることが推察された。また，転倒恐怖感を有する者の割合が高く，転倒恐怖感のために外

出を控える者が 6 割以上であったことから，転倒恐怖感の解消を目指す介入プログラムの提

供が必要であることが示唆された。
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